
◆ 食品中のニバレノールおよびデオキシニバレノールについて（「食品安全情報」から抜

粋・編集） 
－WHO（2020 年 6 月）－ 

 
「食品安全情報」（http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/index.html）に掲

載した記事の中から、食品中のニバレノールおよびデオキシニバレノールに関連する主な

記事を抜粋・編集したものです。 
 

他の地域/機関の情報については下記サイトをご参照下さい。 
「食品安全情報（化学物質）」のトピックス 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/chemical/index-topics.html 

 
 
公表機関ごとに古い記事から順に掲載しています。 
 

 世界保健機関（WHO：World Health Organization） 
 
 
 
記事のリンク先が変更されている場合もありますので、ご注意下さい。 

 
  

http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/index.html
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/chemical/index-topics.html


 
● 世界保健機関（WHO：World Health Organization） 

 
1. 国際がん研究機関（IARC） 

カビ毒の暴露とヒトがんリスク：疫学研究の系統的レビュー 
Mycotoxin exposure and human cancer risk: a systematic review of epidemiological 
studies 
5 June 2020 
https://www.iarc.fr/news-events/mycotoxin-exposure-and-human-cancer-risk-a-
systematic-review-of-epidemiological-studies/ 
食品安全情報 No.13 (2020) 
 近年、ヒトにおけるカビ毒の発がん性の研究、特に原発性の肝臓がん、乳がん及び

頸がんとの関連性についての関心が高まっている。本報告では、アフラトキシンと肝

臓がんリスクの関連性について明確な概要を提供するとともに、その他のゼアラレノ

ン、フモニシン B1、デオキシニバレノール、オクラトキシン A などの発がん性に関

してもより詳細な研究結果が記されている。本文は学術雑誌 Comprehensive 
Reviews in Food Science and Food Safety に公表された。 
＊Mycotoxin exposure and human cancer risk: a systematic review of 
epidemiological s Claeys L, Romano C, De Ruyck K, Wilson H, Fervers B, 
Korenjak M, et al.tudies 

Compr Rev Food Sci Food Saf, Published online 20 May 2020; 
https://doi.org/10.1111/1541-4337.12567 
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